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 この記事
き じ

は主
お も

に 

保護者
ほ ご し ゃ

、中
ちゅう

高生向
こ う せ い む

け 

 

写真
し ゃ し ん

は、１１月
がつ

１日
ついたち

の３年生
ねんせい

の取組
と り く み

で、テーマ
て ー ま

を「富合町
と み あ い ま ち

を盛
も

り

上
あ

げたい～未来
み ら い

の富合町
と み あ い ま ち

を考
かんが

えよう～」とし、熊本市
く ま も と し

市街地
し が い ち

整備課
せ い び か

の協力
きょうりょく

のもと、まちづくりの提案
て い あ ん

を行
おこな

いました。 

江
ご う

 南区長
みなみくちょう

、水町
み ず ま ち

 まちづくりセンター所長
しょちょう

、市街地
し が い ち

整備課
せ い び か

の

職員
しょくいん

が来校
ら い こ う

し、中学生
ちゅうがくせい

の視点
し て ん

で考えた
かんが      

「未来
み ら い

の街
ま ち

づくり」の

提案
て い あ ん

を行
おこな

い、意見
い け ん

や評価
ひ ょ う か

をもらいました。様々
さ まざ ま

なデータを集め
あつ     

、

根
こ ん

拠
き ょ

を示
し め

しながら、納得
な っ と く

していただける説得力
せっ と く り ょ く

のあるプレゼン

テーションを目指
め ざ

しました。今後
こ ん ご

の街
ま ち

づくりに活かして
い    

いただけ

れば・・・と夢
ゆめ

が広
ひ ろ

がる活動
か つ ど う

となりました。 

富合
と み あ い

小
しょう

、中学校
ちゅうがっこう

では、９か年
ねん

を見通
み と お

した「総合的
そ う ご う て き

な学習
がくしゅう

の

時間
じ か ん

」の地域
ち い き

（とみあい）学習
がくしゅう

を柱
はしら

に探究的
たんきゅうてき

な学習
がくしゅう

活動
か つ ど う

を行
おこな

いました。中学
ちゅうがく

１年生
 ね ん せ い

は、「富合
と み あ い

の人
ひ と

とつながりたい～富合町
と み あ い ま ち

の再発見
さいはっけん

～」とし、まちづくりセンターや自治協
じ ち き ょ う

議会
ぎ か い

のご協力
きょうりょく

のもと、富合町
と み あ い ま ち

のよさについて学
ま な

びました。２年生
ねんせい

は、「富合町
と み あ い ま ち

で働きたい
はたら           

～将来
しょうらい

の生
い

き方
かた

や職業
しょくぎょう

について～」をテーマに、

地域
ち い き

の方
かた

の職業
しょくぎょう

講話
こ う わ

やしごと学
ま な

びWEB
う ぇ ぶ

ライブ等
と う

を活用
か つ よ う

し、マ

ップにまとめてH P
ホームページ

で発信
は っ し ん

しました。 

未来
み ら い

の富合
とみあい

の街づくり
まち        

を提案
ていあん

します！ 
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 この記事は主に 

保護者向け 

 

西原中学校では、1 年生の総合的な学習の時間において、「私たちの熊本の海から学ぶ SDGs」というテーマに

ついて、熊本の海洋環境についての探究学習を進めています。  

 

 

県立あしきた青少年の家にて集団宿泊教室を行いました。「水俣環

境講話」では、海中映像など水俣の海をたくさん見せていただき、

水俣の環境について改めて考える機会になりました。 

 

 

 

   

給食で無償提供（コロナ対策事業） 

された鯛フライを食べた日の午後、 

総合的な学習の時間において、 

熊本県海水養殖漁業協同組合の職員 

の方・実際に鯛を育てられた方と 

オンラインで教室をつなぎ、養殖鯛の育つ海洋環境などについ

て学習しました。事前に準備しておいた質問に答えていただく

時間もあり、食べているものと環境のつながりについて考える

ことができました。 
  

  
 

 

 

暮らしと環境についての探究学習は、身近な地域の環境課

題についての学習へと進みました。熊本市水産振興センター、

環境局環境政策課、環境局水保全課、上下水道局計画調整課

の職員をパネリストとして迎え、私たちの食と環境がつなが

っているということについてそれぞれの立場から話していた

だきました。食と水と環境に関して多角的に話していただく

中で、「自分の行動一つが環境と繋がっているという意識をも

つ」などの貴重な話を聞くことができました。 

 

 

生徒たちは住んでいる熊本の海からＳＤＧｓ

に関連して学び、暮らしと食とつながっている

環境課題にも気づくことができました。3 学期

は、探究学習のまとめの段階に入り、さらに学習

は 2 年生学活の「夏休みの食チャレンジ」など

につないでいきます。 

 

 

9月 集団宿泊教室 

10月 学校給食で天草の養殖鯛のフライ食べた後、 
海洋環境交流 「養殖業と海洋環境～環境と食のつながりについて考えよう」 

海洋環境オンライン交流 

給食の鯛フライ献立 

11月 海洋環境シンポジウム in 西原中 
     ～食・水・環境に関わる職業の人たちに聞こう～ 

海洋環境シンポジウム後の生徒の感想 

わたしたちの熊本の海から学ぶ SDGs 

～暮らし・環境・食のつながりをみつめて～ 

2



広げよう地域教育の輪  

特色ある地域教育の取組をリレー方式で発信し、子どもたちの多様な 
学びを支援します。 

今回は令和 4年度優良 P T A文部科学大臣表彰を受賞された城北小学校ＰＴＡの取組に 

ついて、小嵜 PTA会長からお話しを伺いました。 

この記事を主に 

保護者向け 

～城北小 PTAについて～ 

 城北小 PTAでは、平成 30年から「関わり方改革」に取り組んでおられます。 

定例会の時短など、できることから取り組むという姿勢が、コロナ禍で順応した 

組織改編につながっているそうです。コロナ禍でＰＴＡ活動が休止した状況を 

打破するために実施されたアンケートは、7割を超える会員から回答があり、 

提示した改編案に、要望・提案を反映して組織改編に着手されました。 

そこで導入されたのが、「一家庭一役制」から「会員区分制」の導入（図参照）です。 

活動内容や関わり方の多少を考慮して、『①F（フル）会員 ②J（ジョイ）会員 ➂S（スマイル）会員 ④入会しない』という区

分を設け、年度始めに行う配信メールの登録時に、保護者・教職員（会員）自らがエントリーするようにされました。また、“活動に

携わる時間を会費に転換する”という観点から、会費の金額に差をつけられました。この取り組みで、「活動に参加できなくて申し

訳ない」というのではなく、“活動に参加しなくても関われている”という連帯感が生まれることを期待されているそうです。 

また、課題であった「ＰＴＡ活動の見える化」とコロナ禍で希薄になりつつあった地域との 

関係作りのために「じょいちゃんねる 44」というプロジェクトを企画されました。「じょいち 

ゃんねる 44」は電子版と掲示版を用意し、電子版：YouTubeチャンネルを開設（右記二次元コ 

ード参照）し、掲示版：空き教室に地域団体さんを紹介する掲示物を常設されています。 

 自主的に登録する区分で行う活動は、自由に積極的に取り組むことができたため、コロナ禍でも 

変容した活動の創造をできたことが、令和 4年度優良 PTA文部科学大臣賞の受賞につながったと考えられています。 

 

～地域との協働性のあるイベントを変容して取り組む～ 

城北小校区には、地域が誇るイベント「ふれあいの日」があります。 

                このイベントは「地域に開かれた学校」の象徴となるイべントの企画を学校 

から相談を受けたＰＴＡと自治会さんが協議し、平成１８年から続いていま 

す。ＰＴＡが事務局を務め、２２の地域団体さんが食バザーや体験コーナー   

の出店を行い、毎年１０月の第一日曜日に児童のみならず、地域で楽しむ秋 

祭りとなっているそうです。コロナ禍で休止していた本イベントを、今年度は感染リスクが高いとされる食バザーは

行わず体験コーナーのみとすることで開催されました。校庭には笑顔があふれ、変容して開催したことの意義の大き

さと、地域との協働性の高さと大切さを改めて実感されたそうです。 

 

～関わりこそ PTAの本分～ 

小嵜会長は、「何かをしたいと思ったら迷わず考え、行動をおこすこと」=『感動すること』 

を信条とされています。また、「学校での学びの他に、様々な経験ができる環境を子ども達 

に整えることができる」のが会長と考えておられます。小嵜会長は、ＰＴＡという組織があ 

るから、多くの人や団体さんとお会いする機会に恵まれ、個人では実現できないイベントや 

行政への要請も実現することできるとおっしゃっていました。 

ＰＴＡは単に“子どものための組織”なのではなく、PTA 活動を通じて保護者・教職員相互の人間関係の構築や学

び・気づきを得られることから“社会教育関係団体”といわれます。城北小ＰＴＡでは、「関わりこそ PTAの本分」と

おっしゃる小嵜会長のもと、学校・子ども・保護者・地域と新たな様々な“関わり”を生んでいます。 

 

キャンドルイベント 

城千灯（じょうせんとう） 

じょいちゃんねる 44 

会員区分イメージ図 

むかし遊び（清老会ブース） 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さ き

＞青少年
せいしょうねん

教育課
きょういくか

 ☏３２８－２２７７ 
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この記事を主に 

保護者向け 

 

 

 

 
幼小連携支援員から一言 

 幼児教育に携わる機会に恵まれるとは思いもしなかった 20数年前。今は亡き祖父から幼き私への書を見つけま

した。それには、『育児所の庭の教えは狭けれど、広き世に立つ基とはなる』と。 

今この言葉をかみしめながら、保育に関わる日々を楽しんでいます。 

 

幼稚園担任補助員から一言 

子ども達の曇りのない瞳と素直な言動に、教育というものを一から学びなおしているような気持ちになります。 

幼稚園の先生達の巧みなリードで、子ども達がぐんぐんやる気を出して成長していく姿に感動を覚える毎日です。 

幼稚園担任補助員 

 

 

担任と話し合いながら、保育の援助を

してもらっています。特に年長組に関して

は、小学校入学へ向け、接続カリキュラム

等を意識したアドバイスを幼稚園教諭が

受けることができます。ともに高め合いな

がら、保育を進めていけとても良い相乗

効果となっています。幼稚園経験のある

男性教諭の存在は、とても大きいです。 

幼小連携支援員 

 
 

入園当初、慣れない園生活をする年少組の子ども達にとって、そばで寄り

添ってもらえる先生の存在はとても安心感がありました。担任との共通理解

を図りながら保育を進めてもらっています。担任と一緒に、子ども達の成長

に一喜一憂の日々です。行事などにおいて、ピアノの伴奏もお願いすること

で、担任が子ども達のそばで援助をすることができるようになりました。 

担任からの一言 担任の手の届かない時に、そっと子ども達

に寄り添い、支援の必要な子どもに根気強く関わって生活習

慣を繰り返し支援してもらえる、とても心強い存在です。 

担任からの一言 いつも子ども達の目線に立ち、

広い視野を持ったアドバイスに、ハッと気付かさ

れることが多いです。また担任の思いを聞きなが

らの援助が、とてもありがたいです。 

幼小連携支援員・幼稚園担任補助員の紹介 Part2 

 今年度から、「熊本市立幼稚園まなび創造プログラム」の施策として、幼稚園６園に配置された先

生（幼小連携支援員、幼稚園担任補助員）について紹介します。 

第２回は、楠幼稚園です。 
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この記事
き じ

は 

全
すべ

ての方向
か た む

け 

天明
てんめい

校区
こ う く

における本市
ほ ん し

初
はつ

の施設
し せ つ

一体型
いったいがた

義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう※

こめ

設置
せ っ ち

に向
む

けて、新設校
しんせつこう

の位置
い ち

や望
のぞ

ましい教
きょう

育
いく

の

方向性
ほうこうせい

について検討
けんとう

を重
かさ

ね、義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

における教育
きょういく

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

や施設
し せ つ

整備
せ い び

などの在
あ

り方
かた

を

「天明
てんめい

校区
こ う く

施設
し せ つ

一体型
いったいがた

義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」として取
と

りまとめました。 

 

※前期
ぜ ん き

課程
か て い

（小学校
しょうがっこう

）から後期
こ う き

課程
か て い

（中学校
ちゅうがっこう

）まで、義務
ぎ む

教育
きょういく

（９年間
ねんかん

）を一貫
いっかん

して行
おこな

う学校
がっこう

です。「義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

」は、１

つの教 職 員
きょうしょくいん

組織
そ し き

で、校長
こうちょう

は１人
ひ と り

配置
は い ち

されています。前期
ぜ ん き

課程
か て い

（小学校
しょうがっこう

）と後期
こ う き

課程
か て い

（中学校
ちゅうがっこう

）の校舎
こうしゃ

が隣接
りんせつ

や分離
ぶ ん り

している

ものもあれば、一体化
いったいか

したもの（天明
てんめい

校区
こ う く

施設
し せ つ

一体型
いったいがた

義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

）もあります。 

基本
き ほ ん

計画
けいかく

における教育
きょういく

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

と施設
し せ つ

整備
せ い び

方針
ほうしん

 

１．小 中
しょうちゅう

一貫
いっかん

教育
きょういく

に適
てき

した教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

１) 多様
た よ う

な学
まな

びのあり方
かた

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

できるよう、教室
きょうしつ

まわりに少人数
しょうにんずう

教室
きょうしつ

や交流
こうりゅう

スペースを設置
せ っ ち

 

２) 前期
ぜ ん き

課程
か て い

（小学校
しょうがっこう

）・後期
こ う き

課程
か て い

（中学校
ちゅうがっこう

）の職員室
しょくいんしつ

を一体的
いったいてき

に整備
せ い び

 

３) 少人数
しょうにんずう

で交流
こうりゅう

できるスペースと表 現 力
ひょうげんりょく

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

した多目的
たもくてき

ホールを整備
せ い び

 

２．社会
しゃかい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

する教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

１) 文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

が提唱
ていしょう

するＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想
こうそう

等
とう

を参考
さんこう

に、適切
てきせつ

な教室
きょうしつ

面積
めんせき

を確保
か く ほ

 

２) インクルーシブ教育
きょういく

システムの構築
こうちく

・性
せい

の多様性
たようせい

の尊重
そんちょう

 

３) 教 職 員
きょうしょくいん

の働
はたら

く場
ば

としての機能
き の う

向上
こうじょう

 

４) 将来
しょうらい

の教育
きょういく

ニーズの変化
へ ん か

を踏
ふ

まえ、室
しつ

の可変性
かへんせい

を考慮
こうりょ

した整備
せ い び

を検討
けんとう

 

３．先進的
せんしんてき

・特色
とくしょく

あるカリキュラム、教育
きょういく

課程
か て い

の編成
へんせい

 

１) 主体的
しゅたいてき

に考
かんが

え行動
こうどう

する力
ちから

を育
はぐく

む教育
きょういく

の推進
すいしん

 

２) 最適
さいてき

な教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

４．避難所
ひなんじょ

機能
き の う

を有
ゆう

した施設
し せ つ

整備
せ い び

 

１) 想定
そうてい

される災害
さいがい

時
じ

の浸水
しんすい

規模
き ぼ

に耐
た

え得
う

るよう、４階
かい

建
だ

ての校舎
こうしゃ

や備蓄
び ち く

倉庫
そ う こ

等
とう

の設置
せ っ ち

 

２) 緩
ゆる

い地盤
じ ば ん

状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえた液状化
えきじょうか

対策
たいさく

を検討
けんとう

 

３) 地域
ち い き

住民
じゅうみん

の校舎
こうしゃ

屋上
おくじょう

への避難
ひ な ん

までを想定
そうてい

した外
そと

階段
かいだん

の設置
せ っ ち

等
とう

、避難
ひ な ん

安全性
あんぜんせい

の高
たか

い計画
けいかく

を検討
けんとう

 

５．通学
つうがく

支援
し え ん

 

１) 通学
つうがく

距離
き ょ り

が遠
とお

くなってしまう児童
じ ど う

が見込
み こ

まれるためスクールバスでの通学
つうがく

を検討
けんとう

 

２）停留所
ていりゅうじょ

及
およ

び待機
た い き

スペース、運用
うんよう

方法
ほうほう

（直営
ちょくえい

・委託
い た く

）、 ＥＶ
イーブイ

バス導入
どうにゅう

の適否
て き ひ

等
とう

について検討
けんとう

 

６．閉校後
へいこうご

の小学校
しょうがっこう

の利
り

活用
かつよう

とまちづくり 

１) 利
り

活用
かつよう

については地域
ち い き

の方々
かたがた

のご意見
い け ん

を伺
うかが

うとともに、施設
し せ つ

の老朽化
ろうきゅうか

状 況
じょうきょう

等
とう

をみながら検討
けんとう

 

２）地域
ち い き

の方々
かたがた

や民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

と共
とも

に、天明
てんめい

校区
こ う く

のまちづくりに寄与
き よ

するあり方
かた

を検討
けんとう

 

 

開校
かいこう

予定
よ て い

 

令和
れ い わ

９年
ねん

（２０２７年
ねん

）４月
がつ

（予定
よ て い

） 

 

はまっち 

＜問
と

い合
あ

わせ先
さ き

＞詳
くわ

しくは、熊本市
く ま も と し

ホームページをご覧
らん

ください。 

学校
がっこう

改革
かいかく

推進課
す い し ん か

 ☏328-2708 

南区
みなみく

キャラクター 

とまみぃ 

きゅうりん 

なすびー先生
せんせい

 

Q R
キューアール

コードはこちら 

天明
てんめい

校区
こ う く

施設
し せ つ

一体型
いったいがた

義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
がっこう

 

基本
き ほ ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

しました 
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